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江戸時代の「虫」事情 

近年では、梅雨も明けないうちから、本格的な暑さが到来するようになりました。そんな季節

に私たちの身の周りに現れるのが蚊やクモといった「虫」たちです。いつの間にか家の中に侵入

し、縦横無尽に私たちの周りを飛びまわる虫たちに対して苦手意識を持つ人も多いのではない

でしょうか。かくいう私もそのうちの一人です。 

夏になると一斉に現れ、飛びまわる虫たちですが、昔の人たちにとって虫とはどのような存在

だったのでしょうか。西田知己
と も み

著『大江戸虫図鑑』では、私たちにとって身近な虫やそうでない

虫について様々な史料や絵画をもとに 100のエピソードで分かりやすく紹介しています。 

現代の子どもたちにとって虫といえば真っ先に思い浮かぶのがカブトムシやクワガタムシだ

と思いますが、当時の史料にはカブトムシやクワガタムシの記述はほとんどなく、江戸時代の子

どもたちに人気があった気配がありません。当然、江戸時代にもカブトムシやクワガタムシは存

在しましたが、現代人と虫との関係とはかなり異なっていたようです。 

本書の中に「蚊」と江戸時代の人の関係についてのエピソードがあるので紹介します。やはり

江戸時代の人にとっても「蚊」は追い払うべき存在とみていたようです。時代はさらに遡ります

が、奈良時代に成立した『万葉集』にも「蚊
か

火
び

」という言葉が登場しており、火で蚊を追い払っ

ていました。 

右下の絵の右端に描かれているのが、「蚊遣
か や

り」と呼ばれるものです。私たちが使っている「蚊

取り線香」の原型ともいうべきものでしょうか。現在の蚊取り線香が殺虫効果を有しているのに

対して、蚊遣りには殺虫効果はなく煙で屋外に追い払うだけの防虫製品でした。瀬戸物や金属製

の器に杉や松の青葉を入れ、火を焚き燻した煙で虫を追い払っていました。 

さらに左側には現代ではほとんど見ることが

なくなった「蚊帳
か や

」が描かれています。蚊帳も

江戸時代から防虫対策においては欠かせないア

イテムでした。このように江戸時代の人たちも

私たちと同じ様に何とか蚊に血を吸われないよ

うにと様々な手段を講じていたのです。 

本書では他にも現代の私たちにとっても身近

な虫のエピソードを様々な視点から紹介してい

ます。江戸時代の虫と人との関係を紐解く 100

のエピソード。どなたでも楽しく気軽に読んで

いただける一冊です。 

図 書 室 だ よ り 
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西田知己著『大江戸虫図鑑』より 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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